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図書館の動き
商議会の開催
　附属図書館商議会（平成5年度第2回）が平成5年12
月22日、附属図書館大会議室で開かれ，本年度の実行予
算や、文系図書室の扱いなどが協議されました。
されて以来、2回の委員会（第1回：8月31日、第2回：
12月10日）が本学で開催されました。近畿地区6大学に
所属する8名の委員によって目録業務に関する諸問題が
討議されました。
展示会の開催
　本誌でも報告しているように、平成5年12月1日から
10日にかけて、平成5年度展示会「京洛出版の軌跡」が
附属図書館展示ホールで開催され、盛況のうちに終了し
ました。また、12月7日には濱田啓介総合人間学部教授
による講演会「本屋と草紙屋」が近畿地区国公立大学図
書館協議会講演会として開催されました。
日米ワンデイセミナー・第13回大学図書館研究集会報告
集の刊行
　平成4年10月12日に、京都外国語大学で開催された標
記セミナーの報告集『21世紀に向けての大学図書館』が
刊行されました。セミナー参加者（報告集申込者）には
既に発送しましたが、一般の方々は日本図書館協会から
定価2000円で購入することができます。
　なお、平成5年11月19日には標記セミナーの残務整理
委員会が開かれ、会計監査を行うとともに、報告集の刊
行や発送などが報告されました。本セミナーに関する委
員会はこれですべて終了しました。
目録業務システム専門委員会の開催
　本学を主査とする標記委員会が、平成5年7月に設置
N　A　C　S　l　S－I　R講習会の開催
　平成5年9月7日、8日の両日N　A　C　S　I　S－I　R講
習会（地域講習会）が，学術情報センターと本学附属図
書館との共催により開催され、6大学から10名の受講者
がありました。
目録システム講習会の開催
　平成5年10月4日から8日にかけて目録システム講習
会（地域講習会）が，学術情報センターと本学附属図書
館との共催により開催され、6大学から10名の受講者が
ありました。
外国雑誌購入にかかる諸問題についての懇談会の開催
　平成5年12月7日、近畿地区国立大学附属図書館の事
務（部）長、課長、実務担当掛長等、14大学38名が出席
して、標記の懇談会が、附属図書館大会議室で開かれま
した。
　この懇談会では、会計実地検査等で指摘を受けた、外
国雑誌購入の際の競争原理の導入について、まず各大学
から現状報告が行われ、その後、実施に向けての見積合
わせや入札等の購入方法、競争原理導入のメリット、デ
メリット等ついて種々の意見交換が行われました。
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後 己??
　年が明けるごとに、ふるさとの野山を駈けめぐった子
どもの頃の事を思いうかべる。
　秋も深まった田んぼの中で、籾をおとした稲わらで家
を作ったり、焼いてある籾がらの小山の中から白くはじ
けた籾を拾って食べたりしたこと。クリスマスの朝、枕
元に凧やこまが置いてあり、その凧に新聞紙を細く切っ
たしっぽを長くひっつけて、学校のグランドで凧上げを
したこと。平屋の屋根から落ちて斜面になった雪の上で、
父や叔父の軍隊時代の重たい大きなスキーで遊んだこと。
一年中、田んぼや川や山を相手に、弟や近所のお兄さん
や学校の友だちと、太陽の恵みを身いっぱいに受けて、
ころげまわっていた。
　今、そんな時代をとても懐かしんでいる。（末）
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